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出席委員  関口委員長、福岡副委員長 

      青木委員、佐藤委員、廣田委員、小泉委員、杉﨑委員、太田委員 

      岸本議長 

説 明 者  皆川倉見拠点づくり担当参事、鈴木専任主幹、山本技幹、齋藤主査 

案  件 

   １．新幹線新駅誘致とツインシティ倉見地区まちづくりの経過等について 

     （町長室倉見拠点づくり担当） 

   ２．その他 

 

午前９時００分 開会 

 

【関口委員長】  それでは、改めておはようございます。 

 それでは、ただいまより、都市未来拠点・新幹線新駅対策特別委員会を開会いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

 この委員会ができまして初めての特別委員会になりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 また、先ほども拠点づくり担当参事から話がありましたように、町長室ができて、担当ということで

拠点づくり担当が町長室に入りましたので、そういった意味では新たな組織の体制、それから我々も新

たなスタート、こういうようなことでこれから特別委員会の運営に当たってまいります。 

 どうか皆様のご協力をいただきながら、１歩でも２歩でも３歩でも前に進むような、そのような特別

委員会にしてまいりたいと思っておりますので、ご協力のほどよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、本日の案件につきましては、新幹線新駅誘致とツインシティ倉見地区まちづくりの経過等

について、それからその他についての案件が２つありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、執行部が入室するまで暫時休憩をいたします。 

  ────────────────────────────────────────── 

【関口委員長】  それでは、休憩を解いて会議を再開いたします。 

 それでは、案件１、新幹線新駅誘致とツインシティ倉見地区まちづくりの経過等についての説明を求

めます。 

 皆川倉見拠点づくり担当参事。 

【皆川倉見拠点づくり担当参事】  皆様、改めまして、おはようございます。 

 それでは、町長室倉見拠点づくり担当が所管いたします案件の１、新幹線新駅誘致とツインシティ倉

見地区のまちづくりの経過等についてご報告をさせていただきます。 

 鈴木専任主幹よりご説明申し上げます。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  おはようございます。 

 それでは、前回、３月11日の特別委員会以降の経過等についてご報告させていただきます。 

 前回の特別委員会以降は、地元連絡協議会や期成同盟会など、関連する団体の活動などを中心に業務
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を進めてきたところでございます。 

 経過につきましては、タブレット資料01－１、新幹線新駅誘致とツインシティ倉見地区まちづくりの

経過等に基づきご報告させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 初めに、３月11日に令和６年度、対面では４回目となります環境と共生するまちづくり検討会が開催

されました。当日は、まちづくりに関する検討課題や方向性、導入機能の検討や将来像について、イメ

ージを基に意見交換を行っております。 

 続きまして３月17日に、地元組織であります東海道新幹線新駅誘致地区周辺まちづくり連絡協議会の

令和６年度第２回役員会が倉見地域集会所で開催されました。主な内容は、月末に開催されます幹事会

に向けての事業報告及び決算報告と、町の組織見直しに伴う会則の一部改正についての確認でございま

す。 

 続きまして、３月18日にまちづくりニュース第53号を発行いたしました。タブレット資料は、01－２、

資料１でございます。内容は、昨年度の取組を中心としたものになっております。後ほどご覧いただけ

ればと存じます。 

 続きまして、３月28日、県と平塚市、寒川町で構成されるツインシティ整備調整協議会の令和６年度

第２回の協議会が書面にて開催されました。 

 内容は、町の組織の見直しに伴う要綱改正及び寒川駐在事務所ツインシティ整備推進センターの運営

に係る令和６年度事業報告及び決算見込み並びに令和７年度の事業計画案、予算案についての確認でご

ざいます。 

 なお、昨年度、本協議会において公用車のマグネットシートの更新、寒川駅南口にあった新駅誘致の

看板の更新、それから倉見駅駐輪場への看板の新設を行っております。 

 タブレット資料01－６は、公用車、寒川駅、倉見駅の画像となっております。 

 寒川駅と倉見駅の看板については、新幹線のモチーフの中に昨年度の絵画コンクールの入賞、佳作と

なった児童の皆様の作品を入れたものとなっております。既にご存じの方もいらっしゃるかと思います

が、参考までに情報提供をさせていただきます。 

 続きまして、３月29日には、地元連絡協議会の令和６年度第２回目となる幹事会が倉見地域集会所で

開催されました。当日は、先ほど役員会のところでも申し上げた令和６年度事業報告及び決算報告と会

則の一部改正についてお諮りし、承認されております。 

 幹事の方からは、リニア中央新幹線や、仮称ツインシティ橋の進捗状況や、町の取組に関するご質疑、

ご意見が出されたところです。 

 続きまして、４月14日、令和７年度第１回ツインシティ整備調整協議会が寒川町役場で開催されまし

た。 

 寒川駐在事務所ツインシティ整備推進センターの運営に係る令和６年度の事業報告及び決算報告、並

びに令和７年度の事業計画案、予算案について審議いたしました。 

 続きまして、４月17日、神奈川県東海道新幹線新駅設置促進期成同盟会の幹事会が神奈川県庁で開催

されました。 

 ここでは、６月２日に開催される期成同盟会総会に向けて、議案や総会決議等の事前確認を行いまし
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た。 

 続きまして、４月28日に地元連絡協議会の令和７年度第１回役員会が倉見地域集会所で開催されまし

た。 

 主な内容は、令和７年度第１回幹事会に向けての事業計画案及び予算案の確認でございます。 

 次に、５月13日、東海旅客鉄道株式会社への挨拶及び情報提供が実施されました。 

 タブレット資料01－３、資料２が当日の概要となっております。 

 これは期成同盟会活動の一環として平成30年度から実施しているもので、人事異動の時期に合わせて、

県、平塚市、寒川町の担当者がＪＲ東海の東京本社に伺い、ＪＲ東海からは担当部長を含めて４名の方

に対応していただきました。 

 内容については、専ら自治体側からの新駅誘致に向けた取組に関する情報提供と意見交換等が中心で、

ＪＲ東海の考えを聞くことはできない面談とはなっておりますが、ＪＲ東海からは新駅設置の要望に対

する回答の中で、新駅周辺のまちづくりの検討に当たり助言を求められれば協力していく、まちづくり

を含めた周辺状況を把握していくと言及されていることもあり、建設的な意見交換ができたものと捉え

ております。 

 引き続き、ＪＲ東海との関係性の維持、進展を図りながら、次の技術的な相談の実現や、新駅設置要

望に対する現状より一歩踏み込んだ具体的なコメントなどにつなげていきたいと考えております。 

 続きまして、５月14日に地元連絡協議会の令和７年度第１回幹事会が倉見地域集会所で開催されまし

た。 

 当日は、令和７年度の事業計画案及び予算案についてご審議いただき、いずれも承認されております。 

 また、新たに幹事になられた方もいらっしゃいますので、これまでの町の取組等についてご説明させ

ていただいております。幹事の方からは、リニア中央新幹線の動向、それから、会の今年度の活動方針

について、また、この事業に対する神奈川県の関わりなどに関するご質疑、ご意見をいただいたところ

です。 

 事務局としては、会の活動を支援させていただくことを通じまして、引き続き情報提供や機運醸成に

努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、６月２日には期成同盟会の総会が寒川神社参集殿で開催され、本町からは木村町長が出

席いたしました。 

 タブレット資料01－４、資料３は１ページから３ページが総会の概要、４ページ以降は当日の配付資

料となっております。 

 はじめに１ページから３ページの資料３、神奈川県東海道新幹線新駅設置促進期成同盟会総会につい

て、町作成をご覧ください。この資料につきましては出席者、議事のほか、町で作成した当日の総会の

主な発言等を載せてございます。 

 総会での議事といたしましては、令和６年度事業報告、決算報告並びに令和７年度事業計画案、予算

案、総会決議案が審議され、いずれも承認されました。 

 また、地元自治体である平塚市及び寒川町より取組状況を報告しております。 

 木村町長からは、直近及び今後の取組について、それから、これにつきまして資料２ページ中ほど以
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降に記載されている内容をご発言いただいております。今後も、県及び会員市とも連携しながら、新駅

の実現に向けた取組を進めてまいりたいと考えております。 

 なお、４ページ以降は総会の資料となっております。後ほど、ご確認いただければと存じます。 

 記載された内容の報告については、以上となりますが、参考資料としてタブレット01－５に、神奈川

県鉄道輸送力増強促進会議における新駅設置要望に対するＪＲ東海の令和６年度分の回答を抜粋したも

のを掲載させていただいております。 

 ３月に回答が公表されまして、ここ数年の回答から一部内容に変更がありましたので、前年分と併せ

て記載させていただいております。アンダーラインの部分が前年度から変更された箇所となっておりま

す。 

 最後に、今後についてです。 

 担当の今年度予算につきましては予算特別委員会でもご説明しておりますが、大きくは調査業務と基

金積立金といった形になっております。 

 まず、昨年度から実施している神奈川県との共同調査については、ここで業者が決定し事業に着手す

るところです。昨年度の現況調査や、測量を基に駅前広場や骨格道路など、区域の骨格となる都市施設

や道路、整地、排水などの構造物に関する基本的な設計が中心となっております。 

 こちらは時間を要する業務ではありますが、一定の整理がついた段階でお示しできればと考えており

ます。 

 また、経済効果等の調査につきましても、今後発注予定であり、基金につきましても、例年どおり積

立てを行うこととしております。 

 そして、土地利用をはじめとしたまちづくりの検討につきましては、昨年度及び今年度実施します調

査等も活用しながら、さらに精度を上げられるよう、神奈川県と連携しながら取組を進めてまいりたい

と考えております。 

 併せて地元に対しましては、勉強会の実施をはじめとして、情報提供に順次取り組むとともに、地元

連絡協議会の活動を支援することで、改めて機運醸成を図ってまいりたいと考えております。 

 報告は以上となります。 

【関口委員長】  ただいま、担当から報告が終わりました。 

 質疑に入りたいと思います。質疑のある方どうぞ。 

 杉﨑委員。 

【杉﨑委員】  まちづくりの経過等についての中で、まちづくり連絡協議会について、今回が初めて

の委員会なのでお聞かせ願いたいのですが、幹事のメンバーはどのようなメンバー構成になっているの

か、お聞かせいただけますか。 

 それと29日と５月14日にそれぞれ幹事会が開催されていて、質疑等があったということでございます

が、どういった質問が出て、どのように答弁したのかを詳しくお聞かせいただけますか。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  ２点ご質問いただいたかと思います。 

 まず、初めに地元組織であります東海道新幹線新駅誘致地区周辺まちづくり連絡協議会という組織で
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ございます。 

 こちらにつきましては、地元の町内会、あるいは生産組合、それから商店会、まちづくり団体、そう

いったところから代表の幹事の方を選出していただきまして、また、新駅誘致及び周辺のまちづくりに

ついて調査研究を行う団体ということで構成されております。人数につきましては、全部で20ブロック

で構成されております。 

 それから、次に会議の概要となっておりますが、令和６年度末と令和７年度と同じような質問があっ

た部分があります。 

 １つはリニアの状況についてなのですが、当日は、リニアの進捗状況はどうなっているのか、そうい

ったご質疑がありました。そちらにつきましては、神奈川県からも説明させていただいておりまして、

静岡県がある程度落ち着いてきたというところで、工事はこれからになるのですが、調査については始

めてきたといった形のお話をさせていただいております。 

 それから、今後の活動方針についてというところで、会としてどのような活動をしていったらいいか、

例えば視察も検討したらいいのではないかといったご意見もいただいたりしております。そこについて

は、事務局としても前向きに検討していきたい、そのように考えております。 

 そういった意見が多かったというふうに認識しております。 

 以上です。 

【関口委員長】  よろしいですか。 

【杉﨑委員】  はい。 

【関口委員長】  他にございますか。 

 廣田委員。 

【廣田委員】  資料に基づいて一括で報告を受けたので、お伺いするのが多くなってしまうのですけ

れども、一つ一つやらせていただきます。 

 まず、地元の連絡協議会で役員会と幹事会を開いたというのですけれども、もう少し膝詰めレベルで

個々に端末の権利者の方々との接触とか、意見交換をその合間にやっていたのかどうなのかといったと

ころが１点目。 

 それとせっかく駐在も含めて町の中にいるので、今までどのような協議、そして協力体制をしいてい

るのか。町の組織も変わったので、そういったところが２点目。 

 それとまちづくりニュースなのですけれども、こういうのは間接的に言う話なのですけれども、従前

にもいろいろ言っているのですけれども、なかなか受け止めていただけないので細かく言わせていただ

くと、まず、手に取って、全体的に受け手に対して伝わる意思がないデザイン、簡単に言うと字が多か

ったりしているので、もう少しポイントを絞った文章構成、図式を取り入れたり、裏面にちょこっとあ

るのですけれども、何々をやりましたと、その目的はこうです、次に矢印でと、裏面にあるからあのよ

うな感じでもう少し整理して、字でずっと書く必要はないのです。 

 裏面の属性別の説明、勉強会と最後に書いてあるではないですか。あれが、すかすかなので、せっか

くでしたら、属性というのは、例えば居住者、事業者、営農者、その他の方々とかあるでしょう、そう

いったところを工夫してください。これが３点目。 
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 ４点目は、町長の同盟会でしたか、発言の中で、2027年をめどに都市計画手続を進めると、もう期限

を切った、言及する力強い発言がありました。これについては最高の意思表示だと思って、私は非常に

評価しているので、町長指揮の下に頑張ってください。これは要望です。 

 それと、今度はＪＲの回答です。その中に基盤整備には相当の時間を要する云々かんぬんと言ってい

ます。周辺状況を把握しながらというコメントがありますよね、それについての町の受け止め方です。

それだけ、以上お願いします。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  ４点のご質疑と１点のご要望をいただいたと思います。 

 まず、地元の連絡協議会の膝詰めレベルの端末での意見交換等を行ったかということについてなので

すが、こちらは３月の特別委員会以降は現段階では行っていないといった形になっております。 

 今後につきましては、説明の中で申し上げたとおり勉強会等を開催し、先にそういったものもできれ

ばと考えております。その際には、連絡協の役員さんの方とも調整させていただきながら、実現できれ

ばと考えております。 

 それから、２点目の駐在との協力体制でございます。 

 年度が変わりまして、ここで町の組織も変わりました。駐在も組織が変わりました。改めて駐在とは、

技術的なことも含めて、それから共同調査もございますので、そういったところはこれまで以上に連絡

を密に調整しながら進めていきたいと考えておりますし、実際そのようにやっているところです。 

 そして、ニュースにつきましては、字が多かったレイアウト等につきましては、ご意見ありがとうご

ざいます。ご意見を受け止めまして、今後のニュースの分かりやすい紙面づくりに反映できればという

ふうに考えております。 

 それから、最後、県鉄の回答に対する受け止めでございます。 

 こちらにつきましては、期成同盟会の総会の中でも事務局から、神奈川県から説明があります。文面

で、この中で倉見のまちづくりも相応の時間がかかるので、ＪＲ東海からは今後、今時点の段階から、

これまで以上に積極的に新駅設置に係る調整だったり、相談だったりに応じていただけるのではないか

と期待しているという旨の説明がございました。 

 担当としましても、こういった形の相談とか協議がさらにできるようになるのではないかと期待して

いるところでございます。 

 以上です。 

【関口委員長】  廣田委員。 

【廣田委員】  １点目の地権者との接触なのですけれども、もう少しニュースで具体のスケジュール

を入れて、先々の情報をお知らせしたほうがいいと思います。情報がないと不安になってきてしまうの

で、私も地元をいろいろ取材していて、どうなっているのと当然聞かれますが、一定のところはお話は

していますけれども、だから、今後やっぱり皆さんを集めての説明会みたいなのをやるとは言っている

のですけれども、その後に個別にやると言っているのですが、その間に個別にも情報をお知らせすると

いう行為はやったほうがいいと思います、個別に。ニュースを配るときにも接触があると思うのです。

やっぱり、情報というのは、１か月間が空いてしまうとどうしても記憶が薄れていってしまうのです、
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皆さん、いろいろな社会活動されているので、埋もれていってしまうので、やっぱり膝詰めで、行ける

ところからでいいので、全部やれという話ではなくて、そういったところの方々との日常的なパイプラ

インはつないだほうが、全体の説明会をやったときとかにそういった人たちが支援してくれると、そう

すると、従前に、ほぼ説明会はいい雰囲気でやっていけそうだなという執行部の感触にもつながるわけ

ではないですかね。ね、というか、だから、そういうところは少し努力して頑張ってください。 

 それと駐在の話なのですけれども、駐在がせっかく身近にあるので、今後基本設計とか経済効果の調

査とかをやっていくと、共同事業に対して取り組んでいくとあるのですけれども、積極的に技術的な助

言なども含めて協力してもらったほうがいいと思います。とりわけ、基本設計は、基本設計が決まって

しまうと街区の構成も決まってしまうので、その辺を、民間活力の導入なんかも考えて気をつけてやっ

たほうがいいと思います。 

 以上です。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  まず、地権者との接触等についてです。 

 ニュース配布でしたりとか、そういうときに幹事さんの方とお話しさせていただいたり、その他、去

年の話にはなってしまいますけれども、測量の案内等をするときに、地権者さんには直接お話しさせて

いただいたことがありました。 

 その中で、新幹線の取組についてお話しさせていただいて、実際にその中で、まだ全然、現実のもの

ではないのではないかというご意見の方もいらっしゃったのですけれども、ＪＲ東海さんの動向なども

含めてお話しすると、ああ、進んでいるのだなというご意見もいただいたりしたことがございます。 

 今後につきましても、そういった機会を捉えながら、全体も含めてある程度の小グループだったり、

そういうのもできるように考えていきたい、このように思っております。 

 それから駐在との協議につきましてですが、おっしゃるとおり今年度、共同事業がありますので、こ

ちらについては、今から準備として調整はさせていただいておりますので、ご意見を踏まえまして、さ

らに連絡を密にして調整をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

【関口委員長】  今の個別の部分については、よく連絡協議会とも調整をしてください。勝手に入っ

て、連絡協議会が成り立たないという、これでは困りますので、よく調整した上で入るような形を取ら

ないと組織的にばらばらになってしまいますから、そこのところはよく協議してください。 

 他にございますか。 

 今の件ね、皆川倉見拠点づくり担当参事。 

【皆川倉見拠点づくり担当参事】  地元の対応につきましては慎重にしながらも、やっぱり全体会で

説明会を開いても、なかなか人が集まらないという状況もございますし、やはり、地権者の皆さん、そ

れぞれ属性、属性といいますか、いろいろ住んでいる方、農家を営んでいる方、そこに働いている方と

いろいろな状況もございますので、そういった方々のニーズに応じて説明をする機会も持たなければい

けないと思っていますので、全体、あるいは個別というのをバランスを取りながら、なおかつ地元の会

長と役員の方々と相談しながら臨んでいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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【関口委員長】  他に質疑ございますか。 

 青木委員。 

【青木委員】  01－２のまちづくりニュース第53号の２ページ目の今後の取り組み予定で、補償や税

金に関する勉強会を開催しますとなっているのですけれども、現時点で補償とか税金に対する勉強会を

どう進めていくかについてお聞かせください。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  こちらにつきましては、補償、税金というのは町職員以外の専門的な知見を持つ

人も含めた形で、そういった勉強会という形で集める機会を開催していきたいと考えております。 

 以上です。 

【関口委員長】  青木委員。 

【青木委員】  今の答弁だと、全く、やるけれども中身的なことは、何かしようとかということはな

いのかと、あと、01－４の期成同盟会の資料で、木村町長の答弁、見解を述べたところによりますと、

リニアの下から３つ目の文章になるのですが、手続や工事に10年以上程度かかると想定すると、2027年

頃をめどとして都市計画の手続ができるよう状況を整えておく必要があるというふうな見解をこの中で

述べているのですけれども、２年後だから12年、12年ぐらいを大体新駅ということを町長としては考え

ているのかなと思うのですが、実際に現場というか、やる想定をしているところを見たりすると、なぜ

先ほどの１問目を聞きたかったかというと、地権者の方が、やっぱり、増えているわけです。いろいろ

と古い家が、広い家が、土地を持っていた一軒家がなくなって、そこに新しい家が何軒か建つようなと

ころが結構見受けられるわけです。そうすると、地権者が増えていくとなると、補償も将来的に増えて

いくのではないかなということで、その辺の見解を少し聞きたいなと思って、１問と２問と連携させて

聞いたのです。その辺の見解をお聞かせください。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  説明会、勉強会につきましては、まず補償の関係と税の関係というところでお示

しをさせていただいております。 

 まずは補償の一般的なところ、どういったものが補償の対象になるのか。それから、どういうタイミ

ングで補償が行われるのか、そういったところの、まず一般的なお話をさせていただきたいと考えてお

ります。 

 それから税に関しては、ここの区域が市街化調整区域が混ざっているところになりますので、そこを

市街化編入した場合に想定される税金の変化、そういったところを、まだ調整中なのですが外部講師の

方とかを含めてお話をする機会を設けていきたいと考えております。詳細については、今後また、決ま

り次第お示ししていきたい、そのように考えております。 

 それから、先ほどの期成同盟会での町長発言の年次のお話がございました。今、期成同盟会では、こ

ちらの新駅の実現については、リニアの大阪開業と同時の新駅設置を目指しているということになって

おります。期成同盟会で目指している大阪開業は年次がいつなのかというところなのですが、ここは今、

国のほうでは最速2037年を目指すとなっております。そこから工事等で逆算して10年程度というところ

を見て、2027年頃にはというようなお話をさせていただいているところです。 
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 あちらの今、重点的に検討している新駅周辺整備検討区域、こちらについては、確かに家屋等が多く

建っている部分ではございます。ただ、こちら事業が始まった場合には、将来的には当然補償はさせて

いただくという形にはなりますので、そこはそういった説明を１回だけではなくて、随時繰り返し行い

ながら、ご理解いただけるような形で努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

【関口委員長】  青木委員。 

【青木委員】  2037年、開業が2030年、だからそれ以降に町としては着手するということだから、ま

ださらにかかるということなのですけれども、そこで、地権者も今、徐々に増えていることについて、

地権者が増えるごとに補償も、だから増えるから、その点の見解をと聞いたんですけれども、その辺の、

現時点での町の見解、あと地権者が増えるほど、分母が増えるほど補償もやっぱり増えていくわけでは

ないですか。その辺のところは、町としてはどう考えているかを聞きたかったのです。だから、その辺

のところの見解を、現時点での見解をお聞かせください。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  事業のエリアの地権者数が、確かに開発等が行われて新たな住民となる方が増え

ていくだろうという状況は承知しております。ただ、事業が始まったら、多いからいいとか少ないから

いいとか、少なく抑えたいとかそういうことではなく、事業が始まった段階で適切に補償はさせていた

だくようになるかと考えております。 

 以上です。 

【関口委員長】  他にございますか。よろしいですか。 

（「よろしいです」の声あり） 

【関口委員長】  なければ副委員長。 

 福岡副委員長。 

【福岡副委員長】  すみません、私から１点。期成同盟会の総会資料の中に、先ほどからお話の出て

いた町長のご答弁の中で、2027年頃をめどに都市計画手続ができるよう、状況を整えておく必要がある

というお話がありましたが、それに向けた具体的なスケジュール感といいますか工程表、そういったも

のを、もし、考えていらっしゃるのであればお示しいただきたいなと思うのですが、今時点、どのよう

な形で進めて、2027年頃をめどとして終えていくスケジュール感を考えているのか、お聞かせください。 

【関口委員長】  鈴木専任主幹。 

【鈴木専任主幹】  すみません、口頭での説明になってしまって恐縮ですが、大きく大枠で申し上げ

ますと、まず、今年度につきましては共同調査、そういった準備の期間になろうかと考えております。 

 それから、今年度末になろうかと思いますが、共同調査の中である程度の絵姿であったり、それから

工事費概算、そういったものも出てくると想定しております。 

 それをもって、来年度以降に実際に、どういうスキームで行うのが最も適切であろうか、そういった

ことであったり、そういった検討であったり、それから神奈川県との協議を行いまして、その後に、こ

ちらの倉見地区につきまして、来年度は県との協議だったり、庁内での検討だったり、そういったこと

がメインになってくるのかなと思います。 
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 その後に、こちらにつきましては、駅を前提としたまちづくりというところもございます。ある程度、

新駅ができるかどうかというところの見極めとか、そういうのを踏まえた上で、その先に都市計画手続

等に入っていく、そういう前提条件がクリアできた段階で、その先の手続等に入っていくという形にな

ろうかと思います。なので、今年度につきましては、ある程度調査、そういったもの、それから来年度

以降は、関係機関協議だったり、そういったところ。そこがクリアできた段階で、その先に進んでいく

のかなと想定しているところです。 

 以上です。 

【関口委員長】  それでは、質疑を終結いたします。 

 委員の皆さん、よろしくお願いしたいと思います。 

 拠点づくり担当参事から一言挨拶したいという申出がありましたので、一言いただきたいと思ってい

ますので、よろしくお願いいたします。 

 皆川倉見拠点づくり担当参事。 

【皆川倉見拠点づくり担当参事】  委員長から発言の機会をいただきましたので、町長室となりまし

た倉見拠点づくり担当における今後の見通し、展開、取組の考え方についてお話をさせていただければ

と存じます。 

 ただいま、専任主幹から、るるご説明をさせていただきました。倉見のまちづくりにつきましては、

新幹線新駅を前提としているがゆえに、実現時期や鉄道施設規模など、先行きや諸条件が不透明、不確

実な状況での取組となってございます。 

 そんな中でも、先ほど報告にありました同盟会の総会では、県からの説明の中で、駅舎パターンや線

増による拡幅形状の資料などを示しながら、ＪＲ東海との技術相談の内容の一部をご紹介する場面がご

ざいました。 

 さらには、県の部長からは、交渉中ということもあり、公にできないとしながらも、実際はこれより

１歩も２歩も踏み込んだ話をしていると発言された場面もございました。相手がいる中で未確定な状況

を含め、ありのままの説明をお伝えすることはできないものの、これまでのＪＲからの発言や要望に対

する回答状況の変化などから考えて、新駅の実現が否定される要素はないと考えていいのではないかと

捉えているところでございます。 

 あとは、諸問題により当初の計画から遅れているリニアの整備状況をにらみながら、町として新駅誘

致地区周辺のまちづくりの準備を進めていくことに傾注していきたいと考えます。 

 ご存じのとおり、４月の組織の見直しで、町の重要なプロジェクトを全庁的に取り組む部署として新

たに町長室を設置し、特にツインシティ倉見地区のまちづくりに係る業務につきましては、専任の部長

相当職を置き、さらには技術職員を据えて、神奈川県、ＪＲをはじめとした関係機関との折衝や技術検

証などにも密に、かつ積極的に対応する体制を整えてまいりました。 

 まちづくり検討につきましては、昨年度から実施している神奈川県との共同調査委託を通じて、必要

な都市施設、期待する業務系土地利用に係る考え方を共有しつつ、実現可能な整備検討を加速化し、こ

れと並行して昨年度は機会が少なかった、地元の皆様への情報提供の場、事業を理解していただく場、

意見のやり取りの場を地元の皆様のご協力の下、神奈川県とともにしっかりとつくってまいります。 
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 また、関連する内容といたしまして、仮称ツインシティ橋や宮山線の整備についても神奈川県は着手

を開始し、具体的な工程時期も順次示されてまいりました。 

 これに伴い、町としてもＪＲ相模線倉見駅周辺の整備方策や、宮山線沿道の土地利用の在り方に関す

る検討なども含めて、ツインシティ倉見地区全体の具体化についても庁内において横断的に取組を進め

ていく考えでございます。 

 まだまだ解決すべき課題は山積しておりますが、委員の皆様をはじめ、議会の皆様におかれましては、

引き続きご支援をお願い申し上げるところでございます。よろしくお願いします。 

【関口委員長】  いずれにしましても、今、担当参事から挨拶がありましたけれども、町長室ができ

て新たな形でのスタートを切りました。そういった意味では、この都市未来拠点・新幹線新駅対策特別

委員会も、また新たな気持ちでいかなければいけないかなと思っておりますし、特に先ほども委員の皆

さんから発言もありましたけれども、神奈川県とどうやって協力をしながら地元に入るか、また、いろ

いろな協議をしていくかということが非常に大事な１年になるのかなと思っています。 

 先ほど課長からも、報告案件の最後にこの１年間の大体の流れは話がありましたけれども、どうか腹

をくくって地元との協議、または地元との話合い、それから、今、なかなか温度が上がってこない地元

の温度をどうやって上げていくのか。こういったことを含めて、しっかりと庁舎内で検討していただき

ながら、神奈川県を動かして、そして地元に入りながらさらに深めるという、こういう戦いを進めてい

ただきたいなと思いますので、最初のスタートに当たって申し訳ないんですが、お世話をかけますけれ

ども、腹をくくって動き出しをしていただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、以上で第１点につきましては終わりたいと思います。ご苦労さまでした。 

 暫時休憩をいたします。 

  ────────────────────────────────────────── 

【関口委員長】  それでは、休憩を解いて会議を再開いたします。 

 案件２、その他に入りたいと思います。 

 委員の皆様から何か、その他についてございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

【関口委員長】  事務局から。 

【大川議会事務局長】  すみません、１点だけ。 

【関口委員長】  じゃ、よろしくお願いいたします。 

 大川局長。 

【大川議会事務局長】  すみません。それでは、事務局から１点ほどお話をさせていただきたいと思

います。 

 先ほど倉見拠点づくり担当参事から、今後の取組についての発言がありまして、その中で、ツインシ

ティ倉見地区全体の具現化について少し触れられておりましたけれども、その件に関することでご報告

させていただきます。 

 資料のほうを添付してございます。99、特命事項をお開きください。本会議１日目の６月３日に、正

副議長及び正副都市未来拠点・新幹線新駅対策特別委員会委員長に、執行部の町長室長からご報告がご
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ざいました。 

 内容といたしましては、ここで町長の特命事項として北部地区土地利用戦略プロジェクトを立ち上げ、

都市計画道路宮山線の整備に合わせて、町域北部のまちづくりを見据えた都市計画道路沿線の土地利用、

都市機能配置の検討を行い、北部地区全体の相乗効果が得られるよう、土地利用の検討を進めていくと

のことでございます。このプロジェクトチームで検討が進み、議会へ報告できるような案件が発生した

場合は、この特別委員会で報告いただけるというような流れとなりましたので、この場をお借りしてご

報告させていただきます。 

 報告は以上でございます。ありがとうございます。 

【関口委員長】  今、局長からお話がありましたように、町長室からそのような形での報告もござい

ますので、しっかりと、建設経済常任委員会とか、それから総務常任委員会とも連携を取りながら、し

っかりとやってまいりたいなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでもう１点は、この前、神奈川新聞に出ていたので投げかけたのですが、要は、リニアの相模原

の見学ができないかという、神奈川新聞に出ていましたので、そうしたら、やっぱり地元の方たちだけ

にやった見学会だったらしいのです。新聞に出ていたのですけれども、なかなか外部に向かってという

ことになると非常に厳しいみたいで、どういうふうになるか、これからまた、いろいろ詰めていただこ

うと思っていますけれども、ＪＲなのか県なのか相模原なのか分かりませんけれども、また変化があれ

ば、ただ現状としては非常に厳しいという話がありましたので、本当は現場を見られたら、さらにこち

らもいろいろな意味で見識が広がるなと思ったのですけれども、そのような状況なので、また改めて、

何か変化がございましたら皆さんにご連絡しますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、以上で案件の全てが終了いたしましたので、福岡副委員長から最後の締めのお言葉をいた

だきます。 

【福岡副委員長】  皆様、お疲れさまでした。 

 これにて、本日の都市未来拠点・新幹線新駅対策特別委員会を終了したいと思います。 

 お疲れさまでした。 

 

午前９時４８分 閉会 

    ═════════════════════════════════════════════════════════════════════════════ 
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